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研究成果の概要（和文）：アンコール王朝期に完成をみた東南アジア大陸部のネットワークを、史料（碑文）・考古資
料・図像・建築様式や技術に基づき、アンコール王朝の中央と周縁の関係性を分析した。具体的な調査対象遺跡はアン
コール王朝を起点とした場合の西限にあたるムアン・シン遺跡Muang Singh（タイ）、北東限のワット・プー遺跡Wat P
hu（ラオス）、そして南東のバヤン遺跡Bayan（カンボジア）である。碑文によって寄進と下賜の関係がより具体的に
明らかになり、踏査によって現実的に可能な経路を提案できた。それらに加え現存する儀礼や伝承の収集と分析から、
文化圏の認識に関わる領域・境界性を検証するための材料を得ることが出来た。

研究成果の概要（英文）：This　study　cleared　that the details of a 
historical　network　under　Angkor　dynasty　based　on　interdisciprinary study of 
inscriptions,　arhchaeological features, iconographical artefacts, and architectural remains. To complete 
a purpose of study, it focuesed following three historical sites: Muang Singh(Thai), Wat Phu (Laos), and 
Phnom Bayan(Cambodia). At first, inscriptions found from each monument, show mutual relationships between 
central part of Angkor and its peripheral area in terms of both of politics and religious. In addtion, 
research collected a plenty number of current rituals and oral traddtions concerning with an ancient 
royal prerogative to understand a territory and a border.

研究分野： 歴史学

キーワード： 東洋史　ネットワーク論　碑文　考古学　建築学　口頭伝承
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究を実施するに至った背景として、
2001 年から研究代表者が取り組んできた次
の研究プロジェクトがある。 
【アンコール 5 大遺跡研究】 
 古代ネットワークによって展開したと考
えられるアンコール王朝の 5 大遺跡：①ベ
ン・メリア Beng Mealea、②コー・ケーKoh 
Ker、③大プレア・カーン Preah Khan、④
ソンボー・プレイ・クック Sambor Prei Kuk、
⑤バンテアイ・チュマール Banteay Chhmar
について、当該遺跡から出土した碑文、もし
くは遺跡に言及する碑文を収集し、史料に基
づき往時のネットワークや歴史的景観を復
元してきた。また、カンボジア国内にあるこ
れら 5 つの遺跡へのアクセスは 2001 年時点
では道路が整備されておらず樹木の繁茂が
激しかったが、かえってそのような環境は古
代遺構を観察するには好条件を備えていた
といえよう。更に都市と隔絶された地域であ
ったがゆえに、当該地域の住民たちが多くの
特徴的な伝統行事や儀礼、また伝承などを継
承していることを理解するに至った。 
 
２．研究の目的 
アンコール都城と周縁（遠隔地域）との関

係を実証的に検証し、往時の歴史的景観を復
元する。また、中心と周縁のネットワーク展
開や文化圏の境界性について明らかにする。 
（1）碑文情報の検証 
碑文発見地の寺院遺跡を踏査し、碑文（拓

本）に掲載された全記録を遺跡現場の地理情
報と照合し、古生活環境の復元に挑戦する。 
（2）3 か所の遺跡を重点的に調査 
 次の遺跡を特に重点調査・研究対象とす
る：①ムアン・シン Muang Singh（タイ：
アンコール都城から西へ約 530 キロ、碑文
K908 出土）、②ワット・プーWat Phu（ラオ
ス：アンコール都城から北東約 280 キロ、碑
文 K307 出土）. ③バヤン Phnom Bayan（カ
ンボジア：アンコール都城から南東へ約 400
キロ、碑文 K849-854,858-865） 
（3）古代ネットワークの検証 
 実際の構築物としての「道」の他、権力が
及ぶ範囲、もしくは文化を同一にする圏内・
圏外という境界性を明らかにする。そのため
に、現代の当該地域に残る伝統、儀礼、慣習
や口頭伝承を収集し分析する。 
 
３．研究の方法 
アンコール都城と周縁（遠隔地域）との関

係を実証的に検証し、往時の歴史的景観を復
元する為、重点調査対象遺跡を設定し、現地
調査を実施する。史料（碑文）、考古資料、
建築様式及び技術等が分析材料である。また、
中心と周縁のネットワーク展開や文化圏の
境界に関わる議論を展開させる為、伝統、儀
礼や口頭伝承を収集する。 
（1）ムアン・シン遺跡 
アンコール都城から 1191 年に仏像の奉納

があり、陸路ムアン・シンへ到達したとみら
れる。経由地は 13 世紀前半までアコール王
朝側の要衝であったロッブリ、さらに西へ進
みカンチャナブリからムアン・シンに至った
と推測される。アンコール都城からダンレー
ク山脈以西は古代インフラを示す遺構は発
見されておらず、ネットワーク検証のために
は考古学的資料や、寺院建築様式もしくはそ
の建築技術に注目する必要がある。一方で文
化人類学的手法により、各地域における現存
する伝統、慣習、儀礼、そして伝承等を収集
し分析を経て、古代ネットワークとの関係を
検証する一材料とする。 
（2）ワット・プー遺跡 
 アンコール王朝発祥の地であるラオス南
部のワット・プーは、コー・ケー遺跡経由で
歴代の王達から莫大な寄進品が届けられて
いたことが碑文から類推される。碑文
（K.307）では、リンガパルヴァタ（山＝現
在の呼称プー・カオ：標高 1480m）は崇拝の
対象と言及する。寄進品（森林産物：沈香や
香辛料）のほか、アンコールの王はワット・
プー寺院内の整備や小祠堂を奉納していた
ようだが、それらは賦役でまかない免税の対
象であった。このような碑文に基づくワッ
ト・プーとアンコール都城との相関関係を、
考古学的資料や、寺院建築様式もしくは建築
技術に注目して、あらためて実証的にその歴
史的景観を復元する。 
（3）バヤン遺跡 
 現在のカンボジア・ベトナム国境近くに位
置するバヤン遺跡は標高 80m ほどの独立丘
上に造営された寺院建築で、メコン川下流メ
コンデルタの陸側北西限界に当たる。バヤン
より南側には先アンコールの扶南期に該当
する洞穴内遺跡が多く残る。先アンコールか
らアンコールにかけての歴史的展開が検証
できる遺跡である。 
 
４．研究成果 
 最終的な研究成果は、現在成果論文集を編
集中（2016 年 7 月末刊行予定）である。成
果の概要は次の通りである。 
【実施した調査と成果の経過（概要）】 
平成 25 年度：ムアン・シン遺跡踏査 
アンコール都城から出発し、陸路西側へ古

代道に伴う付属施設の遺構（橋脚、街道沿い
の宿駅や施療院）を検証した。スドック・カ
ク・トム Sdok Kuk Tom（タイ）以西は上述
のような遺構の残存を検証するのは困難で
あり、専ら考古資料、彫像様式、及び寺院建
築の建築様式や技術の観察をおこない、ムア
ン・シン遺跡にて調査を実施した。 
 平成 26 年度：バヤン遺跡踏査 
 アンコール都城から出発し、陸路南東へ進
み、先アンコール期のアンコール・ボレイ
Angkor Borei 遺跡の踏査と遺物調査を経て
バヤン遺跡へ至った。バヤン遺跡以南のケッ
プ及びカンポート州（カンボジア）には先ア
コール期の洞穴遺跡が多く残る。洞穴内に構



築されたレンガ祠堂には自然石を利用した
リンガが祀られており、土着の山岳信仰と外
来のシヴァ・リンガ信仰の融合を観察した。
バヤン遺跡及び近隣集落では住民からの伝
承聞き取り調査を実施し、古代王権に連なる
山（バヤン山）の由来に関する伝承が残って
いることを確認した。 
 平成 27 年度：ワット・プー遺跡踏査 
 アンコール都城から出発し、コー・ケー遺
跡及びプレア・ヴィヒア州を経由してワッ
ト・プーへ進む古代道沿いを調査した。ドン
レーク山脈を越えた北側（ラオス）には多く
のアンコール期の寺院建築が残る。遺跡内に
は碑文を刻む開口部側石があり、先行研究に
よる解釈を再検討するため（許可を得て）写
真撮影と拓本採取を実施した。また、当該地
域にはクメール語話者である「クメール」の
人々が多く住み、アンコールの王との関係を
類推させる伝承を聞き取ることが出来た。 
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①名称：日本オープンオンライン教育推進協
議会 JMOOC オンライン講座「アンコール・
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講師：石澤良昭、三輪悟、松浦史明、久保真
紀子、宮崎晶子 
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④名称：上智大学公開講座「時代を映す鏡と
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朝日由実子「カンボジアにおける絹織物業と
民族性」 
④第 7 回（2014 年 10 月 24 日 18:00－20:00） 
佐藤恵子「アンコール王朝における王権とバ
ライ造営の関係」 
⑤第 6 回（2014 年 7 月 16 日 18:00－19:30） 
松浦史明「周達観の来た道－アンコール南部
の歴史と水上交通」 
⑥第 5 回（2014 年 5 月 19 日 17:00－18:30） 
三輪悟「カンボジアの伝統木造民家－モンド
ルキリ州、クラチェ州の調査から－」 
⑦第 4 回（2014 年 1 月 23 日 17:00－18:00） 
丸井雅子「古代カンボジアの鎮壇具につい
て」 
⑧第 3 回（2013 年 11 月 25 日 18:00－19:00） 
田畑幸嗣「アンコール遺跡における発掘調査
成果と出土貿易陶磁器」 
⑨第 2 回（2013 年 10 月 25 日 17:00－18:00） 
ロス・ボラット（アプサラ機構）「アンコー
ル遺跡における保存整備計画」、マオ・ロア
（アプサラ機構）「アンコール遺跡と寺院発
掘について」 
⑩第 1 回（2013 年 7 月 17 日 17:00－18:00） 
石澤良昭「Pax Angkoriana（アンコールの平
和）と寺院の建設」 
 
(3)その他（計 1 件） 
①上智大学オープンリサーチウィーク（2015
年 11 月）丸井雅子、磯崎博司「水中文化遺
産条約の現状と課題：カンボジアを事例とし
て」（ポスター発表）上智大学研究機構、上
智大学（東京）. 
②東南アジア考古学会例会（2015 年 10 月 14
日）丸井雅子、ニム・ソティーブン、ピン・
パクダイ「ワークショップ 地域史としての
遺跡保存活動：世界遺産アンコールにおける
試み」上智大学（東京）. 
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